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第 一 章 緒 言

　大 正 十 年 の夏期 体暇 を利用 して 、 私 は信越地 方 に於 け る船舶 の 調 査 に從事 した。 同地

方 は土俗 學上 參考 とすべ き もの が甚 だ多 く、 之れ を
“ E七h皿 〔mpraphical　region

”

とv つ て 竜

よ い 程 の 秘密郷で あ る 。 古代 の 土 俗が 、 外界の文 明の 波 に洗 ひ去 られ る こ とな しに殘つ

て ゐ るや うな揚 所 は 、 船舶の調 査 に於い て も亦必 らず獲 物が多 い に相逹 な V ・

。 9 うしfa

豫期 を全 く裏切 られ る Z とな しに 、 私は 信濃 の 諏 訪湖に於 い て 殆 ど滅 び よ 5 として ゐ る

『マ ノ
レ キ』と稱す る7 船型 を發見 し、 まfa木崎湖 に於 V ・ て 現 に用ひ られ つ Y あ る 一隻 、 既

に 孚ば朽廢 して 用ひ られ な い で ゐ る一隻 、 合計二 隻の 鋼舟 を發見 し、
つ V で に原 始的な

李 底船 を も調査 しプ〜が 、 越後三 島郡 有信に於 い て ts　一一隻 の 、
　 V つ か ら秘藏せ られ て ゐ る

と も分 らない 奇形の刳舟一隻 を發見 し 、 塵尢富山縣下新川郡 境村海岸に於 い て 、 「日本 の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （−）
コ レ ーク ノン （ooraale ）』 と もい ふべ き盥 舟 を調査する こ とが 出來た ○

　こ れ らは それ ぞれ 系統 を異 に して居 b 、 種類 を異 に して ゐ る故 に 、 乙 丶に全部 を記述

する 乙 とは 幽來な い けれ ども、 これ らが 自然に蓮續 して 系統 的配列をな して ゐ る Z とは

私逑に 信越地 方 の 士俗學的價値 を裏書 して くれ る もの で あ）t 、 從 つ て 今私 の 述べ よ うと

す る假定 を立 證 す る旁證 ともなつ て くれ る の で あ る。 しか しなが ら、 こ 丶で は便宜 上 、

fEl　“仁 科三 湖 、 圭 として 木 崎湖 の船舶に つ to て述 べ る に 止 め る 。

（註一）盥 舟 に は 別に 定 まつ た寸法 が な い 。 普通 の 盥 の 形が 大 き なだ けで あ る 。
Propelliti9に は 兩辺 の 大勿 の 櫂 を

用 ひ るo
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第 二 章 刳 舟 （i一 ツ コ ）

　仁科三 湖は長 野縣北安曇郡 に あつ て
、 大 蓮華 、 小蓮華、 鹿島鎗 、 針木 の 諸峰 を有する

飛騨山脈北 日本 ア ノγ プ ス の 束麓 と、 黒姫 、 高妻 、 戸隱の諸峰を有す る燒山群峰の 西麓 と

の 問に細畏 く延長 した溪谷 に湛へ られ て ゐ る湖沼で 、 歴史や 成因か ら云 へ ば一
つ であ る

と竜　Ua へ ようが 、 現在で は木崎、 中綱 、 青木 の 三 つ に 分れ て ゐ る。 乙 れ らの 湖胖に は 、

先 史 時代の 遺跡が甚だ多 く、 rk　fa原始 時代の遺物 も發見せ られ る か ら、 此附 近 には 極 め

て 古 い 時代か ら人類が住 んで re　t）、 しか も其 人種が
一樣で なかつ n とV ・ ふ こ とが知 られ

る 。 こ れ らの遺物か ら推 して 考 へ る と、 歴史以前に湖胖に 佳 んで io　fe民衆 は少 くと も私

が古 ）
’
・4 ヌ （Palaeo−Ainu）と1呼ぶ種族 と、 原 日本人 （Proto−・Japanese）と呼ぶ 種族 との二 色

で あつ た と思 はれ る 。

　 それ らの 日に於 ける此附近 の 地理 的姿 態 を還元 して 考 へ る 乙 とは極 め て 大禀な 乙 とで

あ るが 、 木崎湖呻の森部落は 、 恐 らく石器 時代に於 い て は 島嶼で あつ プa に相違ない 。 そ

Z は 、 恰 ど琵琶 島が野尻湖の 水面 に泛んで ゐ る 如 くに 、 それ らの 日に 於い て は湖面 に 泛

ん だ小 島で あつ プa と思 はれ るが 、 其 事は 地學的に も傳説 的に も十 分に説 明の 禺來 る事で

ある 。 弼 して其部 落に は石 器時代の 遺跡が存在 して ゐ るの で あ るか ら、 それ らの 日 には

そこ に住んでゐた人 々 は 、 何等か の 水上 蓮搬具を用ひ なければ な らなか つ π 譯であ るo

私は 其水 上運搬具 を 、 筏或 は嚠舟で あつ veと想 像 しブ2い
。 今 日綾で は 、 俊だ不幸に して 石

器 時代 の遺跡か ら筏或は 刳舟の遺物が 發見 され な い けれ ど竜、 古代の船舶 の Surviv衄

と認む べ き刳舟が 、 今爾ほ木崎湖に於 い て 用ひ られ て ゐ る の で、 原始 時代の 航邏状態が

か う もあつ f2らう とい ふ推測が つ く○ 現 在使用 せ られ て ゐ る刳舟は 一隻 に過ぎig　V けれ

ど、 森部落に於 い て は、 既に 一部分朽腐 して 使用に堪へ ない 刳舟 を、 逆まに伏せ て 棧橋

代 員 こ使用 して ゐ るの が
一
隻 ある 。 後者 の 形默 、 設計は前者 と大差がない か ら、 こ   に

は述べ ない 乙 とに す るo 　　　　　　　　　　　　　　　　　
t
“

　 現 用の刳舟（第一 圖）は 栗材で造 られ 、 其 罕面鬪 （第
一
挿固 、

ハ ）は略 々 長方形 をな して

ゐ る 。 Z れ は 自然の 木材 を
一

多分 二 つ 割 うに して 一一 刳つ た 竜の で あるか ら、 大體 に於

い て 曲 b くね つ て 居 b 、 從 つ て所 謂
“ 1’lrvee　 dirnensions ”

を記載す る こ とが困難で あ

る けれ ど、 極 め て大 まか に それ らを述べ よ うな らば 、
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［IIIiTee　dimensions

・・ng ・・儒謝嵩
・酬 ・・

．艦’証ひ
H ・・gh・艦麟 、四

， ，

とv ’ ふ寸法 をな して ゐ る。 それ故に 、 此嚠舟の厚さ は部分 に よつ て それ ぞれ異 つ て ゐ る

けれ ども、 大體 、 底部に 於 V て 二 吋で あ 弧 側部 に於 い て片舷夲均一吋入分の五 で あ 廴

舶齷部に於 い て各々 九吋二 分の 一で あ る譯で ある 。 今 日で は大 分朽 腐 して ゐ て 、左舷（第

奏
（イ）　　冶

’
　　舷 　　　傾町・町ン謂面

（口 ）　　中　　央 　 縱 　　斷　　面

（ハ ）　 干　 　 面 　 　 鬮

　　 第 　一・ 挿 　圖
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一

挿 圓 、 イ ） と鱒齷兩部 （第一挿圖、
二

、

へ） とは 原形

　 　 を失 つ て ゐ る けれ ど、 罕面圖は長方 形 を呈 し、 中央横斷

　 　 面 （第一
挿 圖 、 ホ ）は略 々上 舷孚 月 形を呈 し 、 刳 られ 尤

　 　 る坐乘郵 も略 々船體の形 に比例 して 長 方形 を呈 して ゐ る

　　　 （昌） 舶 部 正 面 　　　の を見 る 。 鑢部の 外側は規部 の それ よ t） 竜傾斜が綏で あ
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寵 乙 とだけは 、 ＋ 分 に之 を認 め る こ とが出來 る○ か う しfa古 to 時代 か ら、 水上 蓮搬具が

町 瓢 me 七ry を持た ねばな らない こ とを知つ て ゐ プ〜の は 、 日本 科學史 の 上か ら考 へ て 興昧の

あ る 乙 とで あるo

　私 が曾 て 「造船協會 々報』第二 十 三 號に於 い て述べ プ〜如 く、 世界の 刳舟 は
“ Ge コrman 　type”

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 く＝ ）

と、

‘‘Sussex　type
”

との 二 型式 に 分尤れ るが 、 此刳舟 は どち らか とい へ ば 、 前者 に屬 す る 竜

の であ るQ 私は前者 を「割竹型』と呼び 、 後者 を『鰹節型』と呼 ん で ゐ るが 、 齣 者 は我邦 に

於 V て は ee　b多 く發見 せ られ なか つ 控 型式で ある 。 從來 發見 せ られブa數種 の 古代刳舟 は

大 部分鰹節型 に 屬 して ゐ 控 Q それ らの 嚠舟 を比較研究 しfare果 、 今 日 、 私は此 二 型式が

　 異 っ 力 種族 の もの で あ る る とV ・ ふ 乙 と を

　 推定 し得 る に至 つ プ〜。 即 ち鰹節型 め竜の

　 　は Palaeo−Ainu が用 ひ ブ〜型式で あ b 、 割

　 竹型 の 竜の は Pr・t・−Japanese　th；用 ひ 尢 型

　 式であ る 。 而 して 前者は 圭 と して 日本本

　　　　　　 第 　二 　挿　鬪　　　　　　　州 の 東海岸に近 く發見せ られ 、 後者は重

でもに 日本海岸 に近 く發見 せ られ るが敬 に 、 前者 を太準 洋式 、 後嚢を 日本海式 と呼ぶ こ と

に しブao

　此刳舟 を、 土地 の 人 々 は 『ト
。

コ 』と呼 んで ゐ る○ ト
。

コ は刳舟の みな らず 、 木 の切 株 、

役 に立 ブ〜漁木 材 の 片な どに共通 した 名詞 で あるか ら、 人 に よつ は特 に『ト
。

コ 舟』 と竜呼

んで ゐ る o

　此 刳舟 の推進 に は 、 今 日で 竜禽 ほ刄の長大な小櫂 を用ひ るo 櫂 は兩刄で 、 柄が比較的

に短 v
。 それは 圭 と して 舶部 の 右舷で用 ひ られ 、 72　“ 水 を掻 くの みで あるo 此湖沼で は

決 して roxving を見 る こ と竜出來 ねば 、

・まブ〜 pole を以 て す る pushing を竜見 る Z とが

出來 なv ・

G 船舶操縱術 發達史か ら親 る と、 船舶推進 法 （me 七hod　of　prope迸ng ） は 、 多分

P ε』ddiing を以て 初め と したで あ らう。 その 次 ぎに來だ推進法は pushing で 、 其後 へ 更に

「owing が來 外 再び 元 の paddling に邁 つ だ のが今．日の蒸氣時代 の推進法で ある ○ か う

し力 古 い 推逡 法 （即 ち撥水 ）が 今尚ほ こ 丶 に 、 此 刳舟に 於 い て行 はれ て ゐ る ので あ るか

ら、 私 は それ を も古代の surviv 瓢 で あ る と見ブtい 。 此舊式な推進法 は 、 日本 の 太李洋岸

で は 、 殆 ど全 く影 を淌 して ゐ るの に 、 日本海岸で は 、 徇 ほ處々 に 殘存 して ゐ るの み な ら

（註二 ）　r 此 分類 は Pof・Johannes　Ranl｛e　K二依 る o
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ず、 進 歩 し磁 漁 s瞼 蝉   ・  鯲 い て さ へ 用ひ られ て ゐ る とい ふ ・ とは 、 燗 般

を 日本式の もの と噺定す るの に爾 更都合が よva。

　か う しブ〜刳舟は 、
つ い 近頃2で 青木湖に於 い て も用ひ られ て ゐ ブ2が 、 使用 に堪へ な く

なつ たの で
、 其破 片は東京に搬ばれ 、 現に子爵田 中阿歌麻 呂氏の許に 保存せ られ て ゐ るo

其形式は木崎湖の もの と異 つ て ゐ なV か ら、 其細 い 記述は省略 す る 。

第 三 章 　甼 底 船（リ ゥ セ ソ ）

木 崎湖に は リ ゥ セ ン と稱 す る L 種 の李廬 船 （F！at　 bOttomed　 IOoat）カζ泛んで ゐ る 。 それ

が使用 し始 め られ虎 の は 、
い つ 頃で あるか分 ら改い が 、 リゥ

セ ン は 『漁船』の轉訛で ある

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 くの

とすれ ば 、 それ が極め て 古 い 時代で あ る とは考 へ られ ない ○

　不底船（第二 挿圜）の三 寸法 は 、 現に 用 ひ られ て ゐ る もの に就 い て 觀 る と 、

一定 して ゐ

な い や うで あ るが 、 私の 調査 しπ 竜の は 、 長 さ十 入 尺 あ b 、 廣 き はこ 尺 、 深 きは 一尺 五

寸 あ b 、 大體の 形は 兩端が方形 をな し力長 楕圓形で ある（第 二 挿 圖 、
n ）○ 側板 の厚 さは

一寸 、 敷 きも同樣一寸で 、 底部は三 枚の 敷 きか ら成つ て居 ）t 、 底 面は扁罕で ある （第二

挿 圖 、 イ ）。 側板 は二 枚で 、 上 線 に至 る に從つ て 多少開けて ゐ るが 、 上繰 に釘合せ られ た

板 は狹小 で 、 殆 ど棧木 の や う准觀 を呈 し て ゐ る（第二 挿圏、
ノ ・ ）。 舶部（第二 才重圖、

ロ
、
v ・ ）

も 、 鯤部 （第二 挿圖、
ロ

、 ろ） 竜、 それ ぞれ 竪板 を持つ て ゐ る が 、 共 に一枚板で 、 傾黌
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ビ

に
ム

の 度は舶部が齷部 よ b竜大 きV
。 横張力は 、 普逋に

一
個或は 二 個 の 梁木 を以 て補 強せ ら

れ るが 、 其位 置 は造舶家 の心 持で決 うらしい
。 私 の 調査 しカ の は 、 梁木が

一個で 、
・其 位

置 ば 中央部 よ うも少 し前方 にあつ だ 。

　 此不底船の 各材 の接 合 は 、 縫釘 を以 て な きれ る。 各釘の 間隔は約一尺 で ある けれ どth

場所に よつ て 密度 が
一
樣で なv

。
Corkingは普通 の マ キ ハ ダ を用ひ るQ しか し、 揚合 に

Z つ て は布片 、 草 葉 、 麻絲 などを用 ひ る こ と竜ある と一住踐は語 つ ブaO

　 李 底船の 推進饕 は 、 刄の 長大な櫂（第二 挿圖 、
・＝＝ ）を用 ひ る 。 それ が 髄部 に於 V て 操 られ 、

水 を撥 くこ とに よつ て船を淮 め る L とは 、 前述 の刳舟 と亳 も異つ て ゐ な V 。

　 此型式 の 夲 底船 は 、 中綱湖 に於 V ・て 竜、 Rveft木湖 （第四 圖）に於 い て も用ひ られ て

ゐ る 。 た く 寸法 と梁木 とに 多少の 差が あるの みで 、 構造 に於 い て は些 し 竜異 つ て ゐ な い α

（註三 ） 越後糸魚川 に於 い て 用 ひ られ て ゐ る大型漁燬 に 於 v・て は 、 廣狹二 種 の 兩刀 の 櫂 を以 て 舩 を推進す る o．

（註四） 多分信渡 ヒ納 郡確刈 の 船大エ ボ 、 古代 以來傳 へ τ ゐ る川 船 の 型式 を輸 入 し た も の と思 ふ。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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第 四 章 　 結 論

　以上述べ 來 つ た と 乙 う に依つ て
、木崎湖に用ひ られ て ゐ る 刳舟 と夲底 船 とが 、 古代水 上

蓮搬具の survivalS で あ る 乙 とを疑ふ 餘 地 は な い
。 特 に其刳舟は最古 の 型式 を傳 へ た も

の で 、 B 本人の 古代舶舶の形歌 、 製造法 准 どを窺 ふの に大事な材料で ある と思 はれ る。 ±

地 の 人 々 は 前述の 如 く、 其 刳舟 を ト ッ
コ と呼 んで ゐ るが 、

ト
ッ

コ は我 邦 の古語 タ ッ キ （鐇）

と同一語原か ら出ft　“の で 、
タ ツ キ よ bは却 つ て原形 に 近 い が 、 それ は斧 を意昧す る朝

鮮語 トッ ク ィ （等判）と同原で ある に相違 ない o 鴨緑江 に於 い て は 、 今 日こ二種 の 型式の 刳

舟が用 ひ られ て ゐ るが 、 朝鮮側 の もの は 乙 れ を ト マ ク イ と呼 ぴ 、 滿洲側 の 竜のは これ を

ト
ム
グ n と呼 んで ゐ る 。 乙れ らも亦n 必 ず   ク

ィ と同
一

の 語原か ら出た 竜 の に 相違 ない
。

か う しft風 に 、 木崎湖の刳舟 は 、 言語學上 か ら朝 鮮方面 と系統が繋が つ て ゆ くばか うで

な く、 其型式 もまた古 ア イ ヌ 系の もの とは異 ひ 、 反對に 日本海岸 に殘 存 して ゐ る マ ノU コ

（丹後久美濱）、
ソ y コ （出雲 中海）など、

一種古代 の殘存 と信ぜ られ る構造舶の 底部 に

於 V て 見 られ る 刳鑿 （ho110W）の 形 と類似 して 居 う、 2fa現に秋 田縣男鹿雫 島に於 V ・ て 用
　 　 　 　 　 　 　 （ti）

ゐ られ て ゐ る小型刳舟 （第三 挿圖 ）と全然 其型式 を
一

に して ゐ るが故 に 、 之 を日本海式

に屬す る型式 とな し、 且 つ 原 日本人 の 固 有の 手法 を裘 は しfz　“の と斷定 しカ v ・

O
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c）k）

　ヌ 卆底 舶は 、 それが仁科三 湖に輸入せ られ プaの は 、 極め て新 しい 乙 とで あ らうが 、 其

型 式は 矢張 日本海式の もの で 、 大體 の plan に 於V ・ て 、 前述 の マ ノV ＝
、

マ ノレ キ （信濃諏

助の及 び 屯 ロ タ （出雲美保 ケ關 ）と類伺 し、 又 朝鮮季 壤 の オ ーソ ン （6ヲ植）に 竜似寄つ

て 居 b 、 更に 忠 清南遘窺岩里 の 渡船 と も若干 の類似點 を

を蓮 絡 す る古代 交通

　（註 薫 ） 託 小 型刳舟は 極 め て 短小 な もの で 、 大抵 、 長 さは 三 尺六 寸 、 廣 さ は
一

尺八 寸 、 高 さは 九 寸位で あ る D 材

維 杉 を主 と し、擢 は 用 ひ ず 、 板 な どで水 を撥 くo 可 也沖合 ま で も出動 す る 。

　（註六） 仁科 三 湖 は眥 の 大湖 沼 の 殘物 で あ る とい は れ る o 安蠹野 は曾 て大棚沼で あつ た とい ふ 傳説が ある o 葡 し

て 『安曇』の 地 名は 、 そ こ に 安 曇命の 部下 であ る海 部 、　即 ち慣海風族が 移 住せ しめ られ た か ら担



The Society of Naval Architects of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Naval 　Arohlteots 　of 　Japan

造 船 協 會 雜 纂 　　第 貳 粭 七 號 2」

路 の あつ fe乙 とは 、 ＋ 分に證明 の 出來 る Z とで あ る。 此 交逋 陸線 は 、 圭 と して 姫 川溪谷

，に沿 うて 越後か ら信 濃に入 b 、 仁科 三 湖 を經 て 大 町附 近に 出で 、 更 に南下 して 松本軍 か

ら鹽尻峠 を超 え て 諏 訪 に走つ て ゐ るo 而 して 、 それ らの 日に於 け る交 通水線 は ・ 日本海

岸 に沿 う
’C　

， 雲伯地 方か ら奧朋地 方まで を蓮 絡 して ゐ プ〜。 か るが故 に 諏訪湖の マ ノレ キが

丹 後の マ Pt コ
、 出雲 の ソ リ コ

、
モ ロ タ と類 似 し 、 木崎湖の 1・

。
コ が 、 丹 後の 刳舟 ・ 及 び

’

前述 四 種の構造船 の hollow　を造 られ 控 底 材 と類似して ゐ る の であ るo こ れ私 が木崎湖

の 刳舟及 CN
’ip 底船 を 、 日本海 式 、 原 日本人型 と斷定 し穴所以で ある e こ れ らは實に 、 日

本古代史の 謎 を解 くべ き鍵で ある に も拘 は らず 、 顧 る もの もなか つ た の は遺憾 の 次 第で

ある○ 殊 に トッ
コ の如 きは 、 今後數年な らず して 全 く：失 はれ ようとして ゐ る の で ある 。

今 の 中に保存が講 じ られ なければ 、 牝大切 な 、 國史 の 祕 密を闡 くべ き
一

つ の材料が淌滅

する譯で ある o

　此小篇の 筆 を擱 くに當つ て 、 子 爵田 中阿歌鷹氏 、 溝水 政吉 氏 、 及 び 私 と共 同調査 に 從

事 した 山邊克 己氏 、 谷 口 政秀氏 、 渡 漫蘭治氏 か ら援助 を受 けプ〜こ とを附記 して
、 感謝の

誡意 を衷す る。
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